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給与計算業務AIの導入ステップ
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AIにすべて任せるのではなく、業務範囲を絞り、人作業の結果確認から開始し、徐々にAIの領域を広げていきます。

Phase 1 結果確認 給与計算結果・申請結果の再確認 低リスク／早期効果

Phase 2 確認観点生成 確認箇所・差分・異常候補の提示 属人化の低減

Phase 3 一部計算支援 通勤費・手当などの計算案生成

Phase 4 自動化・監査 定型処理の自動化と例外監査

給与計算業務AIの導入ステップ

業務工数の削減

全社展開の基盤
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給与計算結果・申請結果の再確認。人の計算結果をAIがダブルチェックし、見落としを防ぎます。

Phase 1：結果確認 の Before / After

Phase 1

結果確認

Phase 2

確認観点生成

Phase 3

一部計算支援

Phase 4

自動化・監査

Before（現状） 人手による全件・目視チェック

✕ 担当者が給与計算結果を目視で全件確認

✕ Excelや帳票を目で突合し、時間がかかる

✕ 繁忙期は確認が追いつかず見落としリスク

✕ チェック品質が担当者の集中力に左右される

After（AI活用後） AIによる再チェックと差分提示

✓ AIが計算結果・申請結果を自動で再チェック

✓ 前月差分・異常値・重複候補を洗い出し

✓ 人は「要確認」と示された箇所だけを確認

✓ 確認の抜け漏れを減らし、品質を平準化

効果：低リスク／早期効果 ― まず人の作業結果をAIが再確認する形で、安全にスモールスタート

給与計算業務AIの導入ステップ
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確認箇所・差分・異常候補の提示。AIが「どこを見るべきか」を示し、チェックの属人化を減らします。

Phase 2：確認観点生成 の Before / After

Phase 1

結果確認

Phase 2

確認観点生成

Phase 3

一部計算支援

Phase 4

自動化・監査

Before（現状） 確認観点が担当者の経験頼み

✕ 何を確認すべきかは担当者の経験と勘に依存

✕ チェック観点が明文化されず属人化

✕ 新任担当者は判断が難しく育成に時間

✕ 拠点ごとに確認基準がばらつく

After（AI活用後） AIが確認観点を自動生成

✓ AIが確認すべき観点・差分・異常候補を提示

✓ 「この社員は通勤費が前月比20%増」等を明示

✓ チェック観点を標準化し、誰でも同水準で確認

✓ ベテランの暗黙知をルールとして共有

効果：属人化の低減 ― チェック観点を仕組み化し、担当者に依存しない確認体制へ

給与計算業務AIの導入ステップ
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通勤費・手当などの計算案生成。ルールが明確な業務からAIが計算案を作成し、人が承認します。

Phase 3：一部計算支援 の Before / After

Phase 1

結果確認

Phase 2

確認観点生成

Phase 3

一部計算支援

Phase 4

自動化・監査

Before（現状） 複雑なルールを人が手計算

✕ 通勤費・各種手当を担当者が手作業で計算

✕ 距離・支給条件などルールが複雑で工数大

✕ 拠点差異や参照ミスで計算誤りが発生

✕ 確認と再計算に多くの時間を要する

After（AI活用後） AIが計算案を生成し人が承認

✓ AIが通勤費・手当などの計算案を自動生成

✓ ルール適合性チェックを添えて提示

✓ 人は計算案を確認・修正し承認するだけ

✓ 対象業務を絞り、確実に工数を削減

効果：業務工数の削減 ― ルールが明確な業務からAIが計算を支援し、担当者の負荷を軽減

給与計算業務AIの導入ステップ
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定型処理の自動化と例外監査。AIが定型業務を実行し、人は例外の監査・承認に集中します。

Phase 4：自動化・監査 の Before / After

Phase 1

結果確認

Phase 2

確認観点生成

Phase 3

一部計算支援

Phase 4

自動化・監査

Before（現状） 定型処理も人が実行・監査は後追い

✕ 定型的な計算・入力も人が都度実行

✕ 監査・分析は月次の人手集計で反映が遅い

✕ 全操作の記録が残らず追跡が困難

✕ 全社展開に向けた統制の仕組みがない

After（AI活用後） AIが自動実行・人は例外監査

✓ 定型処理をAIが自動実行し、人は監査・承認

✓ 例外・要注意ケースだけを人が確認

✓ 全操作ログ・監査証跡で「使っても事故らない」

✓ 横展開に耐える全社ガバナンス基盤を確立

効果：全社展開の基盤 ― 自動化と監査を両立し、他業務への横展開を支える土台を構築

給与計算業務AIの導入ステップ
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02
サービス概要
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サービス概要

ご提供モデル — 基盤＋エージェント作成の2階建て
プラットフォームをお渡しして終わりではありません。貴社の業務内容・ルールを詳しく伺い、業務を代行できる「業
務に寄り添ったエージェント」を弊社が作成します。

2階：エージェント作成サービス（伴走）

・業務ヒアリング：給与計算・通勤費・手当などのルールや判断基準

・個別エージェント作成：4フェーズ（結果確認〜自動化・監査）に対応する貴社専用エージェント

・運用・改善：現場の声をもとにプロンプト・参照データを継続チューニング

1階：AIR-NEXUS（エンタープライズAI基盤）

・MCP連携：社内DBなど約50種のサービスを横断

・ガバナンス：RBAC（ロールベースアクセス制御）による厳密なアクセス制御・全操作の監査ログ

・第三者認証・準拠：SOC 2 Type 2 / ISO 27001・27701・27017・27018 / PCI DSS / CSA STAR（Gold）

→ エージェントは基盤の統制の上で動くため、
「便利さ」と「給与データ（個人情報）の安全」を両立できます 9
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AIR-NEXUS

セキュリティ

• データ転送時の暗号化:TLS 1.3

• 保存データの暗号化:AES-256

• AIR-NEXUSとMCPサーバー間の通信
エッジトンネルによるセキュリティ担保
• 社内のMCPサーバーをインターネットに公開せず、ファイアウォールの受信ポートを開放することなく、AIエージェントから安全に接続します。

社内側から外向きに接続を確立する方式のため、外部からの侵入経路を新たに作りません。
既存のネットワーク・セキュリティ構成を変更せずに導入でき、通信はTLS 1.3で暗号化されます。
接続範囲は管理者が制御し、全操作は監査ログに記録されます。

リクエスト
（ツール呼び出し）

レスポンス

AIR-NEXUS（SaaS） お客様環境（社内ネットワーク）

MCPサーバーEdge Tunnel

エッジトンネル（閉域接続）

リクエスト
（ツール呼び出し）

レスポンス
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最後に

安定した運用と正確性における強み

安定した運用

• 「Phase 1 結果確認」から始める段階導入で、業務を止めずに低リスクで開始

• 最終判断は必ず人が承認。AIは提示役に徹するため、誤りがそのまま反映されない

• 既存のネットワーク・セキュリティ構成を変更せずに導入可能

正確性

• 前月差分・異常値・重複候補をAIが洗い出し、担当者に左右されない一定品質のチェック

• 確認観点を標準化し、担当者・拠点によるばらつき（属人化）を解消

• ルール適合性チェック付きの計算案と、全操作の監査証跡による追跡

便利さと給与データの安全性を両立しながら、段階的に、確実に業務を変えていきます。
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AIで業務を "完了" させる時代へ

AIR-NEXUS お問い合わせ・資料請求

サービスページ：https://air.co.jp/anx/

株式会社エアー

AIR-NEXUS が、企業の "業務OS" になる
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